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１ はじめに
 教職実践演習が教職科目として必修とされた目的は、「当該演習を履修するものの教
科に関する科目及び教職に関する科目の履修状況を踏まえ、教員として必要な知識技
能を修得したことを確認するもの」とされている。
 この導入の背景には、開放性教員養成では現場に出てすぐに教員として通用する実
践的な力量が不足している、特に「いじめ」の問題が大きな社会的問題とされ、それ
に担任として対処できる力の育成が必要であるという要請が大きい。それは、文部科
学省文科省が提示した教職実践演習に「含めることが必要な事項」の「③幼児児童
生徒理解や学級経営等に関する事項」に当たる。また、「クレーマー」とも呼ばれるよ
うな理不尽なことを学校に要求してくる保護者が急増している状況で、そうした保護
者に対応できる「②社会性や対人関係能力に関する事項」が必要であると要請された
からである。
 こうした学校現場で求めている困難に対処できる教師の力量の要請は、今後の教員
養成では１年間学校現場にインターンとして通って身に付けていくことが検討されて
いるほどである。
 こうした力量を少しでも多く獲得できるような教職実践演習の授業として、ロール
プレーイングによる教職実践演習の授業を実践しており報告する。

  ロールプレーイングについて
 文科省は、教職実践演習の授業方法については「演習中心で適正な規模で行う、ロ
ールプレーイング・事例研究・現地調査・模擬授業などの積極的導入」と指示したが、
教職に関する分野では特にロールプレーイングによる授業が効果的であると考える。
 ロールプレーイングについてレイモンド・-・コルシニは、①演劇上のもの、②社会
学上のもの、③偽装的なもの、④教育的なもの、の  種類を述べ、その④教育的なも
のは「自己理解や技能の向上、行動の分析のために、人々の前で、ある人がどう振る
舞うのか、振る舞うべきかを示すように、想像上の場面のなかで演じること」Lとして
いる。
 台利夫は「ロールプレイングは日常のある課題場面の諸役割を、その場の参加者た
ちが言葉と行為で演じてみて、解決の手がかりを得る方法である。役割を演じること
は元来社会生活で行われている。教育の場でこの役割演技を技法化して、再び社会生
活につなげるのである」LLとしている。
 教育現場では日々予想できないことが起こる。またその一件一件が状況も原因も異
なるので、教師にマニュアルを渡して対処するように指示しても、ほとんどの場合は
使えないものとなる。教師が現場で起こった問題に対処できる力量を育成するために
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は、様々な問題事例を与えて、その問題にどう対処するのか訓練を積むことが最も効
果的であり、その役割を実際にやってみるロールプレーイングが適している。そのた
めに、状況を学生に提示して、問題にどう対処するかを学生に考えさせて演じさせ、
その対処がよかったかどうか学生たちの意見を聞き、授業者が適切なコメントをしな
がら進めていくというように展開している。

  ロールプレーイングによる教職実践演習の具体例
  クラスびらき
 新年度の最初の +5 は担任にとって重要である。クラスの生徒との人間関係をつく
っていく最初の時間であり、また班や係を決めること、班内の生徒たちの人間関係を
つくっていくなど大切な時間であるからである。そこで、この最初の +5、つまりク
ラスびらきを教師になって初めての担任がどう行うかの実践演習をさせてみる。この
「クラスびらき」ではロールプレーイングではなく、担任としてどうすべきかグルー
プの話し合いで考え、また生徒の立場に立って自己紹介とゲームを行うという内容で
ある。
 設定は中学一年生の最初の +5 というものである。
①クラスの班分けをする４人ずつのグループにする
  ・どうやって分けるか決める
・班分けで注意することを話し合う
②係班の中の係を決める
  ・班長ほかどんな係が必要か決める
・決め方を決める
③自己紹介をしていく
  ・自己紹介の内容を決める
・全員自己紹介をしていく
④班員が仲良くなるゲームをする
  ・どんなゲームをするか決める
・ゲームをしてみる
 「班分けで注意すること」については、小学校からきている情報によっていじめの加害
者と被害者を同じ班にしないこと、特別支援の生徒への配慮などを学生に話し合いによっ
て理解させている。

  いじめへの対応
 平成  年度のいじめ認知件数は  万件を超えた文科省という状況下で、学校現場の
最大の課題はいじめの予防・解消にあると言える。しかし、いじめの特徴は被害者もその
事実を訴えないために発見が遅れ、被害者の自殺など悲惨な結果に終わることがあること、
また加害者に罪の意識が希薄なために反省を促して再発を防止することが困難であるとい
うことである。このいじめへの対応では、ロールプレーイングによって役割を演じること
が効果的な演習になる。
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 ①母親から「子どもが病気でもないのに学校に行きたくないと言っている。どうし
たらいいですか」との電話に対応する。担任、母親
この電話の応答では、母親に「学校に連れてきてください」というような対応をとる学
生はほとんどおらず、「放課後家庭訪問をします」という対応がとれている。
②家庭訪問して、生徒から原因を聞く。いじめかもしれないと予測するが、何も言わな
い生徒からどうやって聞き出すか。→ようやく、いじめと分かる。担任、生徒
担任は「いじめかも知れない」と生徒の様子から疑うが、生徒は「いじめられている」
とは言わない。ここがいじめ指導で最も難しい場面である。学生たちに、自分のいじめ経
験などを思い出させて、「なぜ、いじめられていると言えないのか」考えさせる。すると、
「家族には心配させたくない、また恥ずかしいから言えない」「先生に言うと、加害者に分
かり、一層ひどいいじめになると思うから言えない」という答えが出てくる。「そうした不
安を取り除くような言い方を考えてやってみて」と投げかけると、「あなたから聞いたこと
は子どもたちには絶対言わない、そして先生はあなたのことを守るから」と言えばいいと
いう答えが出てくる。
「この言葉で生徒がいじめられていることを言ってくれればいいが、それでも言わない
ケースが多い。その場合、何と言うかやってみて」と再度投げかける。なかなか学生たち
からは言葉が出てこないので、「担任が上から目線の言い方ではなくて、別の言い方をして
ください」と投げかけるが反応がない。「先生も中学の時に学校に行きたくない時があった
んだ。その時、クラスの人たちから嫌がらせされていて、でも担任の先生に勇気を持つよ
う言われて、言えたんだよ。そして嫌がらせもなくなったんだと言えば上から目線の言葉
でなくて、先生も同じだったんだと安心して言いやすくなるでしょ」と説明する。この時、
「そんな体験のない人はどうすればいいんですか」という質問が出る。「体験のない人は、
生徒にあなたと同じように学校に来られなかった生徒が勇気を奮っていじめの事実を言っ
て、いじめがなくなった話をしたらどうでしょうか」と事例を紹介する。
 次に、「生徒との約束は絶対に守らなくてはならないから、加害者を呼び出すようなこと
はできない。しかし、いじめがあることは分かったので、その現場を見つけるために見回
りをします」と言う。
➂担任が見回りしていて、いじめの場面を見つける。担任、被害者生徒、いじめの中
心者、とりまき、傍観者 いじめの場面をやってみる。
ここはいじめの場面である。いじめの場面のロールプレーイングは少年院などで加害者
の更生のために行われている。いじめの加害者には罪の意識が希薄という特徴があり、そ
のためになかなか更生できないケースが多く、ロールプレーイングは被害者の苦しみを体
験して罪の自覚を促す効果が大きいとされているLLL。教員に見付けられた時、「ふざけ合
っていただけだ」と加害者はいじめを否定する。
④担任は生徒たちを集めて、いじめをしているのか聞く。なかなか認めない。どうやっ
て認めさせるか。認めた生徒たちに何と話すのか。担任、いじめの中心者、とりまき、
傍観者
 まず生徒を一人ひとりに分けて、それぞれに教師がついて聞き取りをすることが必要で、
なぜそうするか話し合わせると「いじめの首謀者がいると、他の生徒は話さないから」と
学生たちは理解できる。
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 「最も認める可能性のある生徒は？」と問うと、「傍観者」と返答がある。傍観者にどう
聞いていくのか話し合わせると、「良心に訴えるように聞いていく」と返答があり、ロール
プレーイングさせる。
次にどうしたらいいか話し合わせる。傍観者の何人かがいじめの事実を認めたら、今度
は一緒にして「勇気を出して言ってくれて、ありがとう。みんながいじめがあったことを
認めたと加害者に言ってよければ、いじめをやめさせることができるんだけど」と説得し
ていくことを考え出させる。これが成功すれば、生徒たちが「いじめはやめよう」と立ち
上がる契機になり、クラスの話し合いで、クラスの中にいじめを許さないという正義感を
広めていくことができ一番いい解決であることを考えさせる。
 次に、誰もいじめを認めなかった場合どうするか考えさせる。被害者はかなり追い詰め
られているという状況で考えさせる。これはなかなか学生からいい考えが出てこない。そ
こで、文科省の「いじめ防止対策推進法」の中の「いじめに対する措置」を読み上げて、
どうするか考えさせる。すると、「警察に通報して、加害者を補導してもらう」という解決
法が出てくる。そうした解決はやむを得ないが、その前に、加害者に「このままいじめを
認めないで、いじめが続くなら、被害者を守るために文科省の指示のように警察に通報す
るしかない。しかし、もういじめはやめると約束してくれるなら、警察ではなく、学校の
指導でやめさせたい」とまず説得することを考えさせる。

  保護者への対応
 ①生徒Ａの母親から担任の指導に対するクレームの電話がくる「子どもが担任か
ら、掃除をしていないと自分だけ言われて差別を受けていると言っている」。ど
う対応するか。担任、母親
この場面のロールプレーイングで大切なことは、電話を受けた担任が掃除の場面をとっ
さに思い出すことである。生徒Ａに注意したこと、そういえばＢとＣがいなかったことを
思い出し、「掃除の時にＡさんは掃除をしていなかったので注意しました。他の生徒もさ
ぼっていたとしたら、それに気づかなかった私の不注意でした。しかし、Ａさんを差別し
ているなどということは全くありません」とはっきりと差別を否定することを学生に指摘
する。
②担任は教頭副校長に報告・相談し、教頭は適切なアドバイスをする。担任、教頭
ここは担任の報告が適正に行われ、それを管理職がどう助言するかの場面である。よき
管理職は、担任の対応で差別についてはっきりと否定したことをまず評価し、次に指摘す
べきことがあったら指摘する。この場合は、「保護者と会うようなら、トラブルにならない
よう、私か学年主任が同席するから」と助言することが望ましい。
➂怒った母親が学校に乗り込んできて、担任と教頭が対応する。担任、母親、教頭
怒りの収まらない母親が学校に来て、担任がどう対応するかの実践演習である。まず教
頭に同席してもらうことを要請する。学生たちは感情的になっている母親に冷静になって
もらい、さらに差別していないことを納得してもらう方法がなかなか分からない。それで、
掃除のときのことをいくら説明しても母親の怒りが収まらないから、生徒のことを差別し
ていないことを分かってもらうにはどう言ったらいいのか考えさせる。すると、生徒の良
い面を評価すればいいということに気づき始める。普段の生活で、その生徒Ａが行ってい
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る良いことを具体的に何点かあげて評価すれば、この担任は自分の子どものいい点をきち
んと見ていてくれるということに母親は気づき、感情的な態度が変化していく。そして、
「このようにＡさんは普段良い生活ができています。しかし、あの時は掃除をしていなか
ったので注意しました。他の生徒がさぼっていていなかったことに気づかず、Ａさんだけ
を注意したことは謝ります」と述べて、母親の誤解を解いていく。
④担任は生徒と話して、生徒の誤解を解く。担任、生徒
次に生徒Ａとの対話の場面である。学生たちは今度は、担任が母親に生徒Ａの良い点を
評価することによって誤解を解いていったように、生徒本人に対しても同じように話して
いき誤解を解くことがいいということを理解していく。
最後に、担任はクラスのすべての生徒をよく観察していて、生活面での良い点と問題点
を把握していることの大切さを学生たちに理解させる。
また、理不尽なことを言い立てる保護者が増えていることについて、もっと学校は保護
者や地域に学校を開いて、普段からコミュニケーションを大事にしていくことの必要性も
理解させる。

  盗難事件への対応
 ① 保健室に生徒Ａが入ってきて「具合が悪いのでベッドで休ませてください」と
言う。養護教諭はＡをベッドに休ませる。Ａは財布をポケットから出してテーブル
の上に置いたが、養護教諭は続いてやってきた生徒Ｂが「最近、体調が良くない」
と相談し始めたので気づかなかった。
 しばらくして、生徒ＣとＤがやってきて「休ませてくれ」と言う。具合は悪そうでも
ないので授業に行くように言うが応じない。養護教諭と生徒Ｃ、Ｄ
ここでは、保健室に来る生徒にはさまざまな理由で来る生徒がいて、それぞれの生徒に
どう対応するかを学ぶ。授業をさぼって来たと思われる生徒に戻るように説得するがうま
くいかなかった場合にトラブルが生じやすいことを理解させる。
② 養護教諭はＢとの相談に戻ると、ＣとＤは部屋の中をブラブラしている。目が覚め
たＡが「僕の財布がない」と養護教諭に訴える。養護教諭、生徒Ａ、Ｃ、Ｄ
ここでは、事件が発生した時に教師はどう対応するのか学ぶ。養護教諭は生徒Ａに確か
に財布を持ってきたか確認し、身の回りにないか確認させる。
➂ 生徒たちはみな同じクラスの生徒だったので、養護教諭は担任に連絡し、担任が保
健室に来る。担任は生徒Ａから経過を聞く。養護教諭はＢと話していて気付かなかった
と言う。担任は財布を置いた生徒Ａに対して何と言うのか。養護教諭、担任、生徒Ａ、
Ｃ、Ｄ
この場合、中学が登校時の財布の持参についての校則がどうなっているかで、担任の生
徒Ａへの話は異なる。しかし、禁止していたとしても生徒Ａは被害者なので、厳しく叱る
ことはしない。生徒Ａに再度財布を持ってきたか、どこに置いたか確認する。そして、部
屋の中を探す。
④担任は生徒たちＣ、Ｄに対して何か知っているか聞く。ＣとＤは「知らない」と答え
る。担任はＣとＤに何と言って、解決していくのか。担任、生徒Ｃ、Ｄ、
学校内での盗難事件の解決は生徒を疑うことになるので簡単ではない。しかし、このケ
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ースの場合は疑われている生徒たちが保健室から出ていないのでそれほど困難ではない。
学生たちの中にはＣとＤに対して、「もしも、財布を盗ってしまったとしても、正直に言っ
て返してくれれば、落ちていたのを先生が見つけたことにするから」と言って解決すると
いうやり方をロールプレーイングすることもある。そうした場合は、その方法について妥
当かどうか討論させる。討論では、「そうした方法では、盗ってしまった生徒が反省しない」
「教師が真相を隠して、バレた時には教師が困ることになる」などの意見が出て、良い方
法ではないという結論になっていく。
ＣとＤに、「先生は君たちを信じている。しかし、このままでは疑われたままだから、
その疑いを晴らすために身体検査をさせてもらいたい」と了解を得て行う。この方法が一
番いいのではないかと討論でまとまっていく。

 ４ 授業の感想
  クラスびらき
 中学一年生最初のＨＲでの班分けで一番注意することとして、小学校からの情報でいじ
めの加害者と被害者を同じ班にしないことを学ばせた。感想は「担任は席順や班分けなど、
事前の段階での準備がとても大切であることが分かった」「最初の席順は番号順にして、そ
の席の配置で班を決めればいいと思い、いじめの被害者・加害者のことは気が付かなかっ
た」などの感想が多かった。
２ いじめへの対応
 学生の中にいじめ経験者は多いが全く経験ないという学生もいて、「加害者、被害者、傍
観者など、それぞれがどんな気持ちでいるのか考えられた」という感想があった。いじめ
で困難な被害者からの聞き出しについては、「どうやって被害者からいじめられていること
を聞き出すか難しかった。いじめられていることが恥ずかしいという気持ちに対して、教
師が自分の同じような体験を話すことで話しやすくするということを学んだ」という感想
が多かった。また、加害者の問題として、「いじめでは加害者に罪の意識が希薄で、それを
自覚させるのにロールプレーイングが効果的だということを知った」というものもある。
教員採用試験に受かっている学生は、「いじめが年間  万件と聞いて、来年から教師にな
るのに自信を失いかけたが、ロールプレーイングでかなり自信がついたと思う」と書いて
いた。
 ３ 保護者への対応
 「教職課程で、クレーム対応については今まで学習したこともなく、実際にやってみて
現場で役に立つと思った」という感想が多かった。また、「やってみて、対応している中で
ＮＧな言葉をうっかり言ってしまいそうになっている自分に気づき、保護者に謝るべきこ
とと謝ってはいけないことの違いをよく理解することができた」「自分の子どもが可愛いた
めにクレーマーになっている自分に気づかない親に対して、まず生徒のいい面を評価する
ことによって冷静にさせてから本題に入るということを学べて良かった」という感想も多
かった。
 ４ 盗難事件の解決
 養護教諭の教職実践演習も担当しているので、保健室での盗難事件と設定した。保健室
は心身に問題を抱えた生徒、保健室登校の生徒、授業をサボるために来る生徒などさまざ
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まな生徒が来る場所で、養護教諭はそれぞれへの対応が異なり、大変な仕事である。「保健
室の先生の仕事の大変さが分かった」「生徒の悩みなどの個人情報を一番知っている養護教
諭だが、生徒からは『誰にも言わないで』と言われたりしていて、しかし担任には伝えな
いといけないから大変だと分かった」などの感想があった。また、盗難事件では生徒の持
ち物検査も必要になり、「生徒の人権を侵害しないようにすすめることの難しさが理解でき
た」「言葉ひとつで生徒を傷つけることになり、盗難事件の解決は大変だと分かった」など
の感想が多かった。

 ５ 成果と課題
 １演習させたテーマは、学校現場で教師がとくに困難を感じている問題として、いじめ
への対応、クレーマーの保護者への対応、盗難事件の解決を取り上げた。
テーマについては、「対応が難しいと漠然と感じていた問題を直接体感し、どうすすめ
ていったらいいのか分かって良かった」「一番不安な内容だったので、現場に出る前に実際
にやることができて自信につながったと思います」「自分が教師として直面したら困ってし
まうような場面について真剣に悩み考えることができた。他人のやり方を見て、そんな手
があったかと納得し、色んなヒントを得られたことが良かった」「よくニュースで報道され
るような問題で、いじめによる自殺など現場が非難されることが多いが、それではどうや
って解決しているのか知りたかった。その解決方法を自分で考えて実際にロールプレイで
やれたことが良かった」などの感想が多かった。
教職科目でこれらのテーマは扱っているが、「具体的にどう対処するのかは分からなか
ったが、ロールプレイで実際にやってみることで対処の仕方が分かった」と感想で述べて
いるように、座学だけでは不安な対処の仕方を演習するのにロールプレーイングは効果的
であることが分かる。
２現在の若者は人間関係形成能力が低く、コミュニケーション能力を高めることが課
題とされているが、教師は生徒との人間関係、保護者との人間関係、そして同僚との人間
関係を形成していかなくてはならないという、多くの職業の中で最も人間関係形成能力が
求められている職業である。つまり人間関係をつくっていくことが仕事ともいえる職業で
ある。
教職に関する知識は座学で得られるが、現場で実際に生徒や保護者にどう対応するのか、
そして問題行動にどう対処するのか不安感が強い。そうした点で感想にもあるように、ロ
ールプレーイングはどう生徒や保護者に語り掛け、どう解決していくのか実際にやってみ
て、また他人のやり方を見て学び、グループで討論することによってスキルを自分のもの
にしていくことができる。
 ３教職に関する KRZWR 本やマニュアル本は多くある。しかし、これらに頼る教師ほど
現場ではうまくいかないことが多い。それは、相手が生身の人間であり、同じ生徒や保護
者はいないからである。そして、問題は突然起こるのである。ある問題が起こり、どう対
処するのかロールプレーイングをさせると、すべての条件を提示して欲しいという学生が
多い。しかし、例えば３の保護者への対応のケースのように、突然保護者から担任に電話
がかかってきて、「子どもが担任から、掃除をしていないと自分だけ言われて差別を受けて
いると言っている」と言われるのである。この時、担任は掃除の場面をとっさに思い出し、
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生徒Ａに注意したこと、そういえばＢとＣがいなかったことを思い出し、「掃除の時にＡさ
んは掃除をしていなかったので注意しました。他の生徒がさぼっていたとしたら、それに
気づかなかったのは私の不注意でした」と述べなくてはならない。現場で起こる問題は予
想し得ないことがほとんどである。だから、すべて分かっていて、問題に対処することは
難しいと学生に指摘する。こうして、現場感覚を磨いていけるのである。
 ４ロールプレーイングには、あらかじめ台本を用意して、それを演技させるというもの
がある。しかし、この方法は用意されたセリフを読み演じるというものでしかない。私は
問題の起こった状況を提示して、その問題にどう教師として対処していくか演習するとい
うやり方をとっている。このやり方によって問題対処能力を身に付けていくという考え方
によるものである。学生たちは、「実際にやってみて、どう対処するのか自分で考えて動く
ことはとても難しかった」「論理的に話すことよりも、相手の心を開かせる努力をしなくて
はいけないと分かり、良い経験ができた」などと、このやり方の難しさを述べつつ、実践
的な演習だと述べている。
 ５課題は、この問題提起型ロールプレーイングでは、どこまで問題状況の説明を予めし
ておくのかということである。学生たちはできるだけ詳しく状況設定をして欲しいと要望
するが、予想なく起こる問題への対処という点では説明しすぎない方がいいと考えられ、
その線引きが課題である。
 学生たちの要望として、現実に教師が問題にどう対処しているのか動画などで見て考え
たいというものがある。これはロールプレーイングを撮影して見せるなら可能であるが、
学校現場で起こっていることを撮影することは困難である。しかし要望は多く、それにど
う応えていくかは今後の課題である。
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